
上下水道一体の
ＢＣＰ（業務継続計画）策定事例

オリジナル設計株式会社

西日本施設部 計画課 林祥一

12025年7月23日「第35回技術研究発表会」



本日の内容

１．背景

２．業務上の課題

３．検討概要

４．検討結果

５．工夫点

６．今後の展望

22025年7月23日「第35回技術研究発表会」
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１．背景

○業務継続計画（BCP）とは

災害発生時などの非常事態においても対象業務を継続させ、

かつ、対象業務品質の早期回復を図る計画である

2025年7月23日「第35回技術研究発表会」

引用元：内閣府（防災担当） 中央省庁業務継続ガイドライン 第２版 （首都直下地震対策）
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１．背景

○顧客ニーズ
A市では上下水双方にBCPは存在しないため、上下水一体BCPを

作成したい（今回の対象は地震のみ）

・上水道については危機管理マニュアル策定済み

・下水道はＢＣＰなど未策定

2025年7月23日「第35回技術研究発表会」

上水道
危機管理マニュアル

下水道
（特になし）

上下水道BCP
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２．業務上の課題

○別々の策定マニュアルの整合

・上水道 地震対策マニュアル策定指針

・下水道 下水道BCP策定マニュアル2022年度版 自然災害編

  （必要な項目が網羅された下水道BCP作成例2022年版）

→内容について整理し整合させる必要がある

2025年7月23日「第35回技術研究発表会」

項目 地震対策マニュアル 下水道BCP作成例
分野 上水道 下水道

非常時対応計画
（タイムライン）

なし あり

フォーマット なし（作成例はある） あり（厳密には過去のもの）

業務優先順位
各班で業務内容がまとめられているが、
その優先順位については触れていない。

非常時対応業務が時系列で整理されて
おり、優先順位が明確である。



２．業務上の課題

○業務の優先順位の決定

非常時は、通常時の職務領域に関わらず、職員は上下水道双方
の分野に対応するが、業務の優先順位は未確定

→暗黙の了解として上水道の業務（特に応急給水）が優先だと認
識されていたが、明記したものはない

62025年7月23日「第35回技術研究発表会」

多分こんな感じ

何を根拠に？

上水道業務 下水道業務



３．検討概要

72025年7月23日「第35回技術研究発表会」

項目
上水道 下水道

地震対策マニュアル 下水道BCP作成例

応急給水計画の策定等

資料等の準備(応急給水関係) ―

応急給水計画の策定(拠点給水、運搬給
水、消火栓からの仮設給水) 

―

応急給水の実施
応急給水の実施（応急給水状況調査を含
む）

―

応急復旧計画の策定等

応急復旧計画の策定
―（関連部局との連絡調整をしながら作
成する）

施設復旧業者への応援要請と配備 支援要請及び受援体制の整備（施設）

管路復旧業者への応援要請と配備 支援要請及び受援体制の整備（管路）

応急復旧資材の確保 ―

資材基地、残土置場の確保 ―

応急復旧の実施
（漏水調査を含む）

漏水調査の実施 緊急点検・緊急調査

応急復旧工事の実施(応急復旧状況調査、
仮設給水栓設置状況調査を含む) 

―（応急復旧工事計画等は、関連部局と
の連絡調整をしながら作成する）

水質検査の実施 ―

○上下水道一体のBCP優先業務項目
・下水道のBCP雛型を活用し上水道の内容を補填



３．検討概要

○上水道と下水道の業務優先順位

・地域防災計画との整合を図りながら、上下水道の重要性と緊急
性を検討

・基本的には上水道業務を優先するが、前倒しで実施すべき下
水道業務があるか確認

82025年7月23日「第35回技術研究発表会」

地域防災計画

上水道
地震対策マニュアル

下水道
下水道BCP作成例

地震
発生

下水道業務
一部前倒し対応？

上水道優先 地震発生からの
時系列

反映 反映



４．検討結果

○上水道に係る項目の追加

・上水道の優先実施業務の追加

→給水の停止、配水調整、応急給水、配水の再開

・事前対策計画に、非常用発電設備と配水容量について記載

→応急給水対応が目的

92025年7月23日「第35回技術研究発表会」

項目 A配水場 B配水場 C配水場

発電設備稼
働可能時間
（時間）

ガス発電機：約1.1 ガス発電機：約1.1 
ガス発電機：約1.1

ポータブル発電機：約8.1 

配水容量
（㎥）

900 30,000 6,000
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４．検討結果

○上水道と下水道の業務優先順位

・給水の停止、配水調整、応急給水等については優先対応

2025年7月23日「第35回技術研究発表会」

時間 従事班 分類 （標準的な）行動内容

12時間～

1カ月

復旧班 上水

仮設給水栓の設置

復旧が長時間を要すると予想される断水区域や医療機関等へ

の給水は、本部が状況に応じて判断した場合、復旧班は仮設

管にて仮設給水栓を設置して給水する。

総務班 上下水
公印の管理

公印の管理を行う。

総務班 上下水

システムの確認

上下水道管路管理システム、水道料金システム、財務会計シ

ステムの稼動、管理、運営を行う。

～1日 本部 上下水

A市災害対策本部等との連絡調整

下記団体に対し応急給水計画を示して、他団体の応援を要請

する。

「A市災害対策本部、広域水道震災対策中央本部、都市整備

部下水道室」

1日 本部 上下水
職員再配置

被災状況を勘案し、人員配置を再構成する。

1日～3日 復旧班 下水

緊急措置（汚水溢水）

備蓄している資機材（仮設ポンプ、仮設配管等）により、汚水溢

水を解消する。職員、資機材等の不足により市で対応できな

い場合には、民間企業に汚泥吸引車の手配及び措置を依頼

する。
凡例 上下水 上水 下水 
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５．工夫点

○従事班と分類の記載

・誰が、どの分野の業務を行うか明記

2025年7月23日「第35回技術研究発表会」

時間 従事班 分類 （標準的な）行動内容

12時間～

1カ月

復旧班 上水

仮設給水栓の設置

復旧が長時間を要すると予想される断水区域や医療機関等へ

の給水は、本部が状況に応じて判断した場合、復旧班は仮設

管にて仮設給水栓を設置して給水する。

総務班 上下水
公印の管理

公印の管理を行う。

総務班 上下水

システムの確認

上下水道管路管理システム、水道料金システム、財務会計シ

ステムの稼動、管理、運営を行う。

～1日 本部 上下水

A市災害対策本部等との連絡調整

下記団体に対し応急給水計画を示して、他団体の応援を要請

する。

「A市災害対策本部、広域水道震災対策中央本部、都市整備

部下水道室」

1日 本部 上下水
職員再配置

被災状況を勘案し、人員配置を再構成する。

1日～3日 復旧班 下水

緊急措置（汚水溢水）

備蓄している資機材（仮設ポンプ、仮設配管等）により、汚水溢

水を解消する。職員、資機材等の不足により市で対応できな

い場合には、民間企業に汚泥吸引車の手配及び措置を依頼

する。
凡例 上下水 上水 下水 
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５．工夫点

○汚水溢水対応の前倒し

・上下水道インフラの役割として公衆衛生の確保

2025年7月23日「第35回技術研究発表会」

時間 従事班 分類 （標準的な）行動内容

12時間～

1カ月

復旧班 上水

仮設給水栓の設置

復旧が長時間を要すると予想される断水区域や医療機関等へ

の給水は、本部が状況に応じて判断した場合、復旧班は仮設

管にて仮設給水栓を設置して給水する。

総務班 上下水
公印の管理

公印の管理を行う。

総務班 上下水

システムの確認

上下水道管路管理システム、水道料金システム、財務会計シ

ステムの稼動、管理、運営を行う。

～1日 本部 上下水

A市災害対策本部等との連絡調整

下記団体に対し応急給水計画を示して、他団体の応援を要請

する。

「A市災害対策本部、広域水道震災対策中央本部、都市整備

部下水道室」

1日 本部 上下水
職員再配置

被災状況を勘案し、人員配置を再構成する。

1日～3日 復旧班 下水

緊急措置（汚水溢水）

備蓄している資機材（仮設ポンプ、仮設配管等）により、汚水溢

水を解消する。職員、資機材等の不足により市で対応できな

い場合には、民間企業に汚泥吸引車の手配及び措置を依頼

する。
凡例 上下水 上水 下水 
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５．工夫点

○管路調査箇所図

・地震発生後の調査箇所検討に役立てるため、叩き台を作成

2025年7月23日「第35回技術研究発表会」



５．工夫点

○初期調査時の確認事項のリスト化

・具体的な点検項目の提示により、現場の混乱を回避

142025年7月23日「第35回技術研究発表会」

区分 対象施設 点検項目 判定 備考

電気設備

受変電設備 損傷の有無及び程度 有・無 感電の恐れがあるため、
設備には直接触れないこ
と（絶縁装備を着用のこ
と）

配電線等 損傷の有無及び程度 有・無

ポンプ設備

ポンプ本体

損傷の有無及び程度 有・無

漏水の有無 有・無

稼働状況 動・停 巻き込まれに注意のこと

ポンプ付帯設備
（計装機器等）

損傷の有無及び程度 有・無

稼働状況 動・停

操作盤

損傷の有無及び程度 有・無 感電の恐れがあるため、
設備には直接触れないこ
と（絶縁装備を着用のこ
と）

移動、沈下の有無 有・無

排水管
損傷の有無及び程度 有・無

移動、沈下の有無 有・無

配管付帯設備
（計装機器等）

損傷の有無及び程度 有・無

稼働状況 動・停

設備全般 設備全般 受電状況の確認 有・無
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５．工夫点

○添付資料
・上水道：地震など緊急時対応の手引き の様式

・下水道：緊急対応帳票類データベース の様式

マンホールの二次調査表

調査自治体 調査会社 調査班

調査日時 記録者

調査ブロック 処理分区 図面ﾒｯｼｭ

マンホール番号 ﾏﾝﾎｰﾙ深 ｍ GPS　E＝　　　　　,N＝

マンホール種別  　0号　・　1号　・　2号　 ・　その他（ 　　    　　　　          ）   組み立て　・　現場打ち

道路種別   国道　・　県道　・　市町村道　・　私道　・　その他（      　　　       ） 管理者

占用位置   緊急路等の重要路線　・　車道　・　歩道　・　その他（       　      ） 写真No.

路面との段差   段差なし  ・  段差あり  （ 浮上　約　  　cm　、　沈下　約　  　cm ）

周辺路面状況   異常なし ・ 陥没 ・ 隆起 ・ 亀裂 ・ 噴砂 ・ 噴水 ・ その他（                 ）

液状化被害   特になし  ・  被害小　・　被害大　・ その他 （　　　　　　　　 ）

津波被害   特になし  ・  被害小　・　被害大　・ その他 （　　　　　　　　 ）

その他

障害項目 破損 クラック ずれ 浸入水

蓋の状態

蓋受枠状態

調整コンクリート

斜　　壁

直　　壁　　1

直　　壁　　2

直　　壁　　3

直　　壁　　4

躯　　体

インバート

滞水状況   なし　  ・　 滞水深　　　　　　　　　cm

土砂堆積状況   なし　  ・　 土砂堆積　　　　 　　　cm　

悪臭の発生   なし　  ・  　あり　　 ・　  住民からの苦情あり

下水の流出   なし　  ・  　あり　　 ・　  住民からの苦情あり

危険物の流入   なし　  ・  　あり　　 ・　  住民からの苦情あり

位　　　置 下流No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8

管路番号

管　種

管　径(mm)

管頂高(m)

本管突込み

本管抜出し

破　　　損

浸　入　水

簡易カメラ調査

写真No.

判　定 本復旧の必要性 要 ・ 不要 要 ・ 不要 要 ・ 不要 要 ・ 不要 要 ・ 不要 要 ・ 不要 要 ・ 不要 要 ・ 不要

備考　・　略図

総　合　判　定

復旧(布設替)の必要性 要　・　不要

道
路
情
報

マ
ン
ホ
ー

ル

路面障害
状況

広域被害
状況

マ
 
ン
 
ホ
 
ー

 
ル
 
障
 
害
 
状
 
況

管
き

ょ
情
報

管
口
障
害
状
況

給水車準備・活動状況
報告種別 報告者 報告番号 報告日 報告時間

確認日時 給水車 搭乗者（代表）
車両情報

参考情報（省略可）

最大
揚程

吐出量
注水口
形式

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

備考地方
支部

都府県
支部等

都市 事業体名 氏名
連絡先
電話番号

連絡先
メールアドレス

車両
登録番号

ﾀﾝｸ
容量

加圧
月日 時刻

地方
支部

都府県
支部等

所有
事業体

番
号

応援先

活動状況
活動

予定期間

2025年7月23日「第35回技術研究発表会」

引用元：日本下水道協会 緊急対応帳票類データベース引用元：日本水道協会 地震など緊急時対応の手引き



16

６．今後の展望

○訓練と訓練結果の反映による改善が必要

○未確定項目の決定
→今後の改善が非常に重要

2025年7月23日「第35回技術研究発表会」



ご清聴ありがとうございました

172025年7月23日「第35回技術研究発表会」
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